
力、

勺

( 



2校が受賞• 神E小学校• 合金小学校

こ
れ
は
、
道
教
委
、
判
日
新
聞
社
、

地
学
校
保
健
全
が
主
俄
し
て
毎
年
実

施
し
て
い
る
も
の
、
今
年
度
は
全
道

か
ら
6
伎
が
逃
ば
れ
ま
し
た
。

中
鋭
棋
校
に
は
今
金
小
学
校
が
、

小
規
紋
校
に
は
神
丘
小
学
校
が
、
そ

れ
ぞ
れ
逃
走
さ
れ
ま
し
た
。
同

一
管

内
で
2
校
が
選
定
さ
れ
る
こ
と
は
珍

ら
し
い
こ
と
で
す
。

今
金
町
は
、
そ
れ
だ
け
自
然
環
境

に
恵
ま
れ
て
い
る
と
言
う
こ
と
と
、

学
校
教
育
に
よ
っ
て
児
童
の
自
主
性

の
尊
重
、
自
主
的
な
健
康
づ
く
り
に

対
す
る
な
識
に
よ
る
も
の
が
汗
側
、

認
め
ら
れ
て
受
抗
し
た
も
の
と
目
わ

れ
ま
す
。

こ
の
或
彰
式
が

9
月
四
日
札
帆
市

フ
ジ
ヤ
サ
ン
タ
ス
ホ
テ
ル
に
お
い
て

行
わ
れ
ま
し
た
。

今
金
小
学
校

は

-
組
制
時
制

MU

昭
和
田
年
に
「
体
力
づ
く
り
し
椴

進
校
と
し
て
文
部
省
の
指
定
を
受
け
、

計
年
に
は
、

3
ヵ
年
の
保
健
体
育
指

導
の
夫
代
制
が
訓
側
さ
れ
、
文
部
大
臣

伝
説
彰
を
受
け
ま
し
た
。
日
四
年
か
ら

ω

年
内

3
ヵ
年
に
波
リ
巡
航
し
て
行
内

の
代
ぷ
校
と
し
て
選
抜
さ
れ
、
回
A
4

反
に
は
、
北
海
道
代
ぷ
校
と
し
て
令

川
祁
雌
を
受
け
ま
し
た
。

ー
ー
。
自
然
と
の
ふ
れ
あ
い

今
年
も
、
同
年
度
同
品
開
に
全
泊
代

ぷ
に
選
定
さ
れ
、
ニ
の
ぷ
彰
式
に
、

続
本
利
引
校
長
、
叫
時
比
尚
之
山
主
代

ぷ

(
6
年
生
)
が
川
府
.
表
彰
を
受

け
て
き
ま
し
た
。

こ
の
喜
び
を
栃
木
校
長
は
、
「
地

岐
に
定
着
し
き
っ
た
も
の
が
評
価
さ

れ
た
の
で
は
な
い
か
と
忠
う
。
と
っ

て
も
峨
し
い
。
子
供
た
ち
が
恵
ま
れ

た
環
境
の
中
で
、
未
来
に
向
っ
て
た

く
ま
し
く
生
き
る
よ
う
に
打
っ
て
く

れ
れ
ば
一
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

今
金
小
学
校
は
、
教
n
H
数
引
名
、

屯
数
制
名
と
全
川
川
的
に
は
中
規
脱
校

に
な
り
ま
す
。
教
出
川
け
燃
を
「
宅
命

感
、
安
定
娘
、
ぃ
丸
実
感
あ
ふ
れ
る
?

校
づ
く
り
」
を
掲
げ
、
川
ん
主
的
教
行
、

抽
出
版
づ
く
り
に
力

を
人
れ
て
い
る
も

の
で
す
。

特
に
、
健
康
づ

く
り
に
は
児
童
の

自
主
性
を
朝
正
「
川
ん

屯
と
と
も
に
熱
中

し
よ
う
」
向
精
神

の
も
と
に
取
り
組

み
「
体

h
づ
く
り
」

を
凶
っ
て
い
ま
す
。

児
前
山
けか
ら
が
ス

ポ
l
y
m
似
を
川

幽
、
実
践
し
て
い

る
も
の
で
す
。
毎

H
m
叫
吋
か
ら
初
分

レチックで体力づくりの今金小学校児童

-・森称浴で体力づくり

• • 

川
「
皆
ん
な
の
川
間
」
を
利
川
、

A

，

金
小
学
校
組
特
の
健
康
体
娘
、
川
雫

町
内
然
を
表
呪
し
た
体
操
、
主
校
以

に
設
話
さ
れ
て
い
る
ア
ス
レ
チ

Y
7

を
利
用
し
て
の
体
力
づ
く
り
を
し
て

い
ま
す
。

4
わ
挑
ぴ
‘
ラ
ン
ニ
ン
グ

な
ど
‘
一
週
間
単
位
で
凋
盤
を
凶
り

「
体
力
づ
く
り
カ

l
ド
し
を
配
り
、

体
育
時
間
に
走

っ
た
距
離
や
体
位
測

定
の
結
果
な
ど
を
記
入
す
る
や
り
方

で
す
。
自
然
変
化
を
取
り
入
れ
た
ス

ポ
ー
ツ
、
巡
励
会
、
水
泳
や
球
技
、

ス
キ
ー
な
ど
の
佼
業
を
.
政
課
後
に

は
、
地
域
と
の
連
携
あ
る
各
純
ス
ポ

ー
ツ
少
年
団
組
織
に
よ
る
指
持
の
徹

底
し
た
中
で
.
体
力
づ
く
り
が
進
め

ら
れ
て
い
ま
す
.

地
区
と
父
兄
と
の
迎
般
に
は
、
子

供
会
組
織
が
あ
り
‘
夏
季
冬
季
の
長

期
休
暇
に
あ
っ
て
は
、
野
球
大
会
、

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
、
ス
キ
!
大
会
、

行
人

一
円
と
様
り
沢
山
の
行
事
が
組

ま
れ
、
地
域

J
f
校
と
を
山
市
岐
に
H
N

び
つ
け
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
こ
と
が
定
ぷ
し
き
っ
て

い
る
こ
と
な
ど
が
お
く
評
価
さ
れ
、

3
皮
に
わ
た
り
全
泊
代
ぷ
と
し
て
表

彰
、
全
国
健
山
地
俊
秀
校
の
逃
走
の
栄

冠
を
確
得
す
る
こ
と
に
主
っ
た
も
の

で
す
。神

丘
小
学
校

r~ 

4 

A

，4
初
め
て
、
館
山
抽
出
前
良
「
体
力

づ
く
り
」
校
と
し
て
選
定
を
受
け
、

必
彰
に
は
、
深
谷
司
校
長
、
上
村

#
樹
児
輩
代
表
が
出
席
し
て
表
彰
を

受
け
て
き
ま
し
た
。

こ
の
J
U
ぴ
を
涼
谷
校
長
は

「
山
然
を
袋

L
.
白
山
知
を
打

て
る
と
↑
け
っ
た
こ
と
を
テ
!

?
に
し
て
い
る
が
、
子
供
た

ち
が
自
主
的
に
体
力
づ
く
り
、

の
活
動
を
し
て
い
る
こ
と
が

認
め
ら
れ
て
の
受
抗
、
と
っ
て

も
山
惜
し
い
U

と
話
し
て
い
ま

し
た
。神
丘
小
学
校
は
、
教
以
数

8
名
、
児
主
数
日
名
と
全
国

的
に
は
小
規
絞
校
に
な
り
ま

す
。
教
育
川
出
仰
を
「
ひ
と
り

一
人
の

光
屯
に
楽
し
さ
と
充
実
感
を
あ
た
え

る
例
む
あ
る
教
門
前
仙
の
充
実
」
を

仰
げ
、
川
ん
屯
の
教
育
、
他
成
づ
く
り

に
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。

特
に
、
体
h
H
づ
く
り
に
は
、
日
年

か
ら

f
め
ざ
せ
函
館
e

の
距
雌
を
目

標
に
、
学
校
林
遊
歩
道
則
メ
ー
ト
ル

コ
l
ス
を
森
林
浴
を
兼
ね
、
児
意
が

自
主
的
に
授
業
開
始
川
に
マ
ラ
ソ
ン
、

回
数
は
学
年
に
よ
っ
て
違
う
も
の
の

2
1
5
周
を
す
る
も
の
で
す
。
的
年

か
ら
は
例
入
カ

l
ド
を
作
成
何
を

や
っ
た
か
、
ど
れ
だ
け
走

っ
た
か
を

記
鉢
し
て
い
る
も
の
で
す
。

冬
季
に
お
い
て
は
、
午
校
と
児
認

は
も
と
よ
り
、
川
ん
泣
と
地
域
と
が
述

般
を
衝
に
し
て
い
る
こ
と
で
す
。

そ
れ
は
、
ス
キ

l
教
室
を
過
し
て
で

あ
り
ま
す
が
、
父
兄
が
ス
キ
ー
の
指

• • 
導
的
役
訓
告
来
し
て
い
る
こ
と
で
す
。

'F
供
が
れ
ど
的
に
ス
ポ

l

y
少
年
同

に
加
入
し
て
体

h
づ
〈
り
を
し
て
い

る
こ
と
で
す
。

こ
う
し
た
ス
ポ

y
出
動
ば
か
り

極左て、、は?

槍山北部の手話講習会のお知らせ

干Ji!;'の基礎{虐待

兵 尚 美

町民抗争J!:~取から

( 2 ) 

名人作品lセンタ-
e対象者・講習内容
迎行にf翌日lする方、

'講師
道M市有初制協会桁山支部
w-任手話通訳者 長尾

ろうあ者とのコミュニケーション円滑化と

れ会参加前仙の促進、附害者iとの理解を深め
るものです。

+開催日時

10)112、19、2613 1 
f 181時一20日寺

11)j 9、16FI 

争場 所

P
ド

?
¥
J，f
主
本
白

VLi
力
F
H
H
l
d

T
主
〈

'
t
t苦
イ
五
1
j
l

「
説
刀
、
市
川
ら
い
の
場
」
と
し
て
料

仲
間
に
も
印
刷
川
し
て
い
る
こ
と
な
ど

が
認
め
ら
れ
、
今
回
の
表
彰
を
受
け

る
こ
と
に
な
っ
た
も
の
で
す
。一函館方面嘗蔵本陣

0138(54)0110 

花見方面嘗際$5

0157(22)0110 

あなたの電話が「テ口」、「ゲリラ」を防ぎます。

憾ん暴力II!同によるrテロ" 'ゲリラJは‘ますますその志賀会~l!Iして.'tす.

瞥療でU 極左暴力集団に附す叫u議村山鰍t~f，兵力引佐 t できるように

「鋭左110番Jを設置LてL必ず。

お心吋たりのある方11下記「極んelIOlFiJ治世右寄りの智被までごー柑 U!N'. 
rテロ』ωrゲリラ，~未然t 防止するため、告さんのご槻解kご協h~j:1瞬、 uすa

北槍山警察署

fi4-5221 
企A・司E留事*e ~川方~曹礎調，m 釧路方薗嘗得水島

011(232)0110 0166(34)口110 0154(51)0110 

もしかしたら…

( 3) 
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圏直E圃[2]ßJ圃~直面亘
道
商
品
後
の
然
り
を
、
若
者

た
ち
が
有
志
を
募
り
展
開
、
平

年
で
あ
る
と
町
内
会
、
商
工
古

年
部
に
よ
る
花
山
で
し
た
が
、

人
口
も
減
り
、
寂
れ
る

一
方
で

あ
る
と
し
て
、
若
者
た
ち
が
軒

起
、
み
こ
し
や
花
山
車
を
出
す

こ
と
に
な

っ
た
も
の
で
す
。

そ
れ
と
、
町
内
全
部
の
人
を

対
裁
に
し
た
然
り
に
し
た
い
。

子
供
た
ち
に

一
回
で
も
穿
く
然

り
に
参
加
、
体
験
、
思
い
出
に

し
て
ほ
し
い
と
し
た
も
の
で
す
。

こ
う
し
た
盛
り
上
り
に
よ

っ

て
、
神
社
み
こ
し
.
み
こ
し
(
み

こ
し
述
盟
)
金
龍
山
(
市
栄
町
、

一日
川
楽
町
)
凪
胤
山
(
有
志
会
)

ホ

H

栄
山
(
商
工
青
年
部
)
が
繰

り
出
し
市
街
地
を
ね
り
歩
き
ま

し
た
。初
日
本
祭
り
で
は
、(e • 

時
か
ら
市
内
を
「
ワ

ッ
シ
ョ

イ
」
の

戸
と
大
肢
の
リ
ズ
ム
に
合
わ
せ
て
山
滑

り
気
分
を
盛
り
上
げ
、
プ
ロ
歌
手
参

加
に
よ
る
歌
の
披
露
、
保
育
園
児
や

小
学
児
蛍
に
よ
る
踊
り
な
ど
が
次
か

ら
次
へ
と
展
開
、
判
明
子
と
も
ど
も
観

衆
と

一
体
と
な

っ
て
拍
手
、
戸
館
が

お
く
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

午
後
の

7
時
半
か
ら

9
時
ま
で
、

然
り
の
フ
ィ
ナ
ー
レ
を
飾
る
「
け
ん

か
大
蚊
」
が
、
ぬ
協
デ
パ
ー
ト
の
横

手
逃
道
に
お
い
て
花
山
町
三
巴
‘
そ

こ
に
み
こ
し
が
例
り
込
ん
で
入
り
乱

れ
て
の
四
巴
、
日
中
の
疲
れ
も
ど
こ

え
や
ら
、
こ
れ
が
祭
り
だ
，
F

と
手
に

血
豆
を
つ
く
り
、
大
獄
が
破
れ
ん
ば

か
り
の
太
鼓
合
戦
、
戸
を
ふ
り
絞
っ

て
の
戸
飯
合
戦
、
川
川
を
忘
札
て
沸

き
に
沸
き
、
汗
、
汗
、
汗
飛
び
交
う

熱
狂
よ
り
で
し
た
。

こ
う
し
た
若
者
た
ち
の
エ
ネ
ル
ギ

( 4 ) 

ー
に
観
衆
も
満
足
気
、
こ
の
狂
乱
よ

り
に
酔
い
し
れ
て
、
筒
、
大
紋
の
余

飢
を
秘
め
て
家
路
に
向
う
人
民
府

を
兄
る
人
そ
れ
ぞ
れ
の
よ
う
で
し

た
。
群
衆
が
さ

つ
た
後
は
、
H

胤
の
的

け
さ
‘
筒
、
太
肢
の
昔
が
耳
に
こ
び

り
つ
い
て
附
れ
主
い

ほ
ど
で
し
た
。

花
山
ば
か
り
で
な
く
、
神
社
境
台

に
お
い
て
も
今
ま
で
に
は
凡
た
こ
と

の
な
い
行
事
が
組
ま
れ
「
広
く
じ
」

で
は
、
町
内
科
商
胞
か
ら
卒
納
品
が

あ
り
、
そ
れ
を
先
着
醐
名
に
伽
料
配

布
、
門
刷
物
メ

ニ
ュ
ー
も
そ
れ
ぞ
れ
、

中
に
は
「
お
で
ん
」
何
人
前
と
か
楽

し
い
も
の
で
す
。
川
同
家
官
引
志
か
ら
は

餅
米
が
奉
納
さ
れ
、
そ
れ
を
併
に
し

て
ば
ら
ま
く
な
ど
、
今
円
ば
か
り
は

然
り

一
色、

一
段
と
帰
り
上
げ
、
彩

り
を
そ
え
て
い
ま
し
た
~
。

• • 

寸
刊
月
は
国
民
年
金

」

「
制
度
の
推
進
月
間

」

川f:!J紀邦(Ijij側1以編祉

~!t!:f主何百f主)

大府l英雄(Jjij建設課長)

人
生
剖
年
時
代
を
迎
え
て
年
金
制

度
に
対
す
る
関
心
と
州
待
は
ま
す
ま

す
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

例

4
m川
を
「
同
氏
年
金
制
度
椛

鈴木 捷(!IIji主務課長

補jl，')

tl川壮二 (jjíj耕地 11トH~

諜地符係長)

渡辺 }克(j自民委守lも務

局長)

町人事移動のお知らせ

課長補佐

H 

;;~H~輔自伯:

;月4

課

企画網整課
商工観光課

商工観光謀

務総

古川英俊

~ . 

IJ乙a主辺

l長

l班長llli佐

土地改艮

I也指Fイ干長

;院長

長

』正

係

;~ 

:~ 

諜

農林課
耕地開発課

耕地開発課

務税

進
月
間
」
と
定
的
、
い
ろ
色
な
行
事

を
行
い
ま
す
。
特
に
移
動
年
金
相
談

に
つ
い
て
は
、
自
分
の
年
金
に
つ
い

て
の
凝
川
や
新
し
い
年
金
制
度
の
こ

米 l止貞夫(j日耕地IJn~~

説lを)

佐々木哲也

長柑I佐.l

坪111有隆<Hij企画制整

課長)

佐々木春夫(前教委給

食センター係長)

白山 孝(前町民l編さ

ん室長)

市原正(Tiij耕地開発

(前主J1;1北諜課長布H!L

課長州{主

;出

i長

1主

;~ 

町民福祉課

課

課

設

道

建

水

と
な
ど
気
軽
に
年
金
相
談
が
受
け
ら

れ
ま
す
。
こ
の
機
会
を
ぜ
ひ
利
川
し

て
く
だ
さ
い
。

-
年
金
相
談
コ
ー
ナ
ー
年
金
係
に
て

謀長谷川主)

I-.!本義仁(前町民偏祉

~~1~) 

坦I~ 課長)

;，; ~;沢i昭雄(Ijij教委相会

教i"I課長)

今野村i<iiii税務課長)
久保凶庄一 (rjij教委管

課長制li仇

lモ

長

i毛

室

g革

~* 

町史編さん室

教育委員会

管理課

社会教育課

佐々木端:s(前11'.11品病
院事務長)

事務長

τh務局長

院

農業委員会

病保国

同
月
日
日

i
幻
日
ま
で
9
附
i
5
時

・
年
金
制
度
の
脱
明
会

叩
月
刊
叫
日
日
時
t
'
M
時
ま
で

町
民
セ

ン
タ
ー

( 5 ) 

と き 10 tJ 18日目)'f前10時 ~守一後 51時

と二ろ 江差町体育航、文化センター

高管内の特産EV，の展示日11完全や郷土芸能的公州、

カラオケ名人会などの4惜しがあります。

商工観光楳から

第 1回槍山地域ニューフロンティア

フェスティパルの開催案内一一一一



9
月
日
日
の

「敬
老
の

日
L

に
ち

な
み
、
9
月
ロ

日
村
本
町
長
を
始
的
、

助
役
ら
が
剖
歳
以
上
の
時
代
先
駆
者

醐
名
宅
や
施
設
を
訪
れ
「
い
つ
ま
で

も
長
生
き
し
て
」
と
労
ら
い
の
言
葉

を
か
け
て
、
お
祝
い
金
を
干
渡
し
ま

し
た
。

町
長
の
優
し

い
言
葉
に
感
激
、
出

い
握
手
や
て
い
ね
い
な
あ
い
さ
つ
が

交
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

剖
歳
(
米
寿
)
を
迎
え
ら
れ
た
方

に
は
、
特
別
、
北
海
道
知
事
か
ら
お

祝
の
記
念
品
が
附
ら
れ
、
更
に

一
段

と
腰
を
曲
げ
て
い
ま
し
た
。

長
寿
番
付

笹村
l王II!I出

キち
ク A

k 女

98 103 
歳歳

南花

つ
ま
で
も
長
生
き
し
て

80歳以上聞い金贈る二

第33回町民体育祭

町長の労いの言葉に感謝

握手もかたく(豊寿国にて)• • 
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
て
心
を
結
び
あ

う
町
民
体
育
祭
が

8
月
お
日
今
金

小
学
校
グ
ラ
ン
ド
に
お

い
て
間
航
、

町
内
全
岐
に
わ
た
り
大
集
合
、
飛
ん

で
跳
ね
て
駆
け
ま
し
た
。

穏
目
は
、
「
の
ん
び
り
人
生
」
自

転
車
の
タ
イ
ヤ
の
中

に

パ

レ

ポ

ル
を
入
れ
て
走

っ
た
り
「
み
ん
屯
で

ジ
ャ
ン
プ
」
ロ
名
編
成
で
縦
と
ぴ
、

回
数
を
競
い
あ
う
も
の
や
、

「
お
し
と

や
か
リ
レ

l
」
パ
レ
ボ
ー
ル
を
3

個
持
ち
回
メ
ー
ト
ル
を
リ
レ

l
、
「三

人
二
脚
」
特
製
町
長
い
板
に
つ
ま
先

を
入
れ
、

3
人
1
組
に
在

っ
て
リ
レ

、
足
並
が
そ
ろ
わ
ず
転
倒
す
る
入
、

こ
の
日
の
た
め
に
特
訓
し
て
参
加
し

た
チ
l
ム
と
そ
れ
ぞ
れ
の
よ
う
で
し

た

」
の
ほ
か

「
タ
イ
ヤ
回
し
リ
レ 町石

須
藤
岩
間
鈴
木
石
岡
伊
藤
正
岡
4
林
松
本
イ
ク
ヨ

出

畑

ナ

ヲ

小

池

ち

う

伊
藤

末

松

伊

藤

り

め

山

口

ト

ク

白
崎
ノ
ブ
エ

和
問

此

一

大

塚

治

馬

上

皇

フ

デ

村
上

き
く

丸
山
シ
ケ
ノ

有

賀

く

に

消
ホ
伊
勢
吉

符
戸
忠
左
ヱ
門

曾
我
井
定

一

中
川
容
太
郎

田
川

ち

ょ

佐
藤
ミ
ト
リ

須
凹

ミ
サ

加
藤

ふ
み

荒

川

カ

y

柳
沢
ヒ
シ
ヤ

中
島
す
づ
を

大
谷
チ

ュ
ウ

ゆキ松
うサ代
ナ
ヲ

11: :J.¥ カ
逃 j議キ

ト
メ

女女女女 k 女女 R -1.< 1)} ljj 9-~ -9-~ 女女女女明男女女女 男 女女女 4丹羽女女 k 女女

89 89 89 89 89 89 89 89 89 89 89 89 89 90 90 90 90 90 90 91 91 91 91 92 92 92 92 92 93 93 93 94 95 
歳成員長歳歳歳政成歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳

神八住程金白金鈴八昭和l'金都南盟白栄南本 田 花金住八旭日空本稲 12金栄田
時和 菊栄 Zf 舟

丘 束 古 川 原石 n~i 金 町 川 丘原川町図石町川町{~石原 古 来 1"] 進 ;iî'; 町 穂国原 町代

l
L
ト
ラ
ッ
ク
の
タ
イ
ヤ
を
転
が
す

種
目
競
技
者
の
な
芯
と
は
別
な
方

向
に
行
っ
て
し
ま
う
人
、
「
ナ
イ
ス

キ
ヤ
ソ
チ
」
引
女
2
人
が

1
組
み
と

な

っ
て
シ

l
ソ
ム
口
の
上
に
ポ

l
ル
を

泣
き
、
そ
れ
を
飛
は
し
、
も
う
1
人

が
バ
ケ
ツ
で
受
け
る
も
の
「
浅
野
内

匠
守
リ
レ

l
」
カ
ン
ト
袋
に
入
り
跳

ね
な
が
ら
駆
け
な
が
ら
リ
レ

l
、
袋

町
中
の
足
が
も

つ
れ
、
気
の
あ
せ
り

で
転
倒
、
悪
戦
苦
闘
す
る
走
者
な
ど

と
、
応
援
団
内
戸
援
に
お
く
ら
れ
て

の
ゲ
ム
展
開
、
笑
い
汗
、
楽
し
い

一
日
で
あ

っ
た
よ
う
で
す
。

成
絞
順
位
は
次
の
と
お
り
で
す
。

1
位
金
原

2
位
極
川

3
位
大
和

市

4
位
大
和
化

5
位
旭
、
本
、

6
位
神
丘

7
位
寒
昇

8
位
末
広

9
位
八
束

叩
位
緑

刊
位
向
笑

小
崎
亀
谷
和
田

ト
メ

佐
々
木
春
蔵

安

藤

ジ

エ

88 88 89 89 89 
歳歳歳歳歳

神 租八東日
附美

丘 川町開I町

女 男 女女女

つ
め
ソ
ノ

宮
崎
ト
ヨ

ノ

女

回

歳

田

代

田
中

ハ

ル

女

団

歳

企

又

坂
本
ミ
ツ

エ

女

団

歳

穂

川

矢

部

ヤ

ナ

女

回

歳

種

川

計

男

叩

名

女

M
H
名
で
す
。

寸
ー
ー
ー
手
を
出
す
な
/

一

「
|
|
あ
な
た
を
滅
ぼ
す
覚
せ
い
剤

|
|L

命
は
ひ
と
つ
、
今
度
自
覚
を
/

最
近
、

北
海
道
は
、
党
せ
い
剤

等
の
薬
物
の
乱
刑
者
が
多
い
地
域

と
な

っ
て
い
ま
す
。

伐
念
な
が
ら
、
桁
山
北
部
で
も

2
年
連
続
党
せ
い
剤
に
よ
る
検
挙

者
が
山
て
い
ま
す
。
地
方
へ
も
浸

透
し
て
き
た
、
」
と
が
浮
き
彫
り
に

な
り
ま
し
た
。

党
甘
い
剤
を
使
用
す
る
と
、

一

時
的
に
疲
労
や
限
気
が
と
れ
た
よ

う
な
感
じ
が
し
ま
す
が
、
そ
の
後

は
激
し
い
疲
労
感
、
不
安
感
に
お

そ
わ
れ
、
悦
也
的
に
使
則
す
る
よ

う
に
な
り
ま
す
。
最
後
に
は
人
生

を
台
な
し
に
し
て
し
ま
い
ま
す
。

ま
た
、
こ
れ
は
本
人
だ
け
の
附
題

で
は
主
く
、
家
庭
や
社
会
に
も
大

き
な
迷
惑
を
か
け
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。

こ
の
よ
う
な
党
せ
い
剤
の
乱
用

を
根
絶
す
る
た
め
に
は
、
住
民

一

人
ひ
と
り
が
乱
用
の
恐
ろ
し
き
を

認
識
し
、
乱
用
を
排
除
、
追
欣
す

る
こ
と
が
大
切
で
す。

今
金
保
健
所
か
ら

新
規
学
校
卒
業
生
求
人
申
込
み
は
早
急
に
/

明
春
3
月
新
嵐
卒
業
生
(
中
高
校
)
の
求
人
受
付
が

7
月
l
日
か
ら
開

始
し
て
お
り
ま
す
が
、
年
々
地
元
就
職
の
志
向
が
強
ま
る
反
面
、
地
元
企

業
の
求
人
申
込
み
が
遅
く
、
こ
れ
に
よ
り
優
秀
な
人
材
が
地
元
就
職
の
機

会
を
逃
す
結
果
と
な
る
こ
と
か
ら
、
探
用
問
画
の
あ
る
企
業
は
早
急
に
求

人
申
込
み
さ
れ
る
よ
フ
お
願

い
し
ま
す
。

函
館
公
共
職
業
安
定
所

(
0
1
3
8
m
1
0
7
3
5
}

• • 
2

E
刊
S

3
E
E
T

4
z
-一
1

1
古
事
Mbm

1
4
5
Kホ
1

1
古
IH
E

同
位
南

同
位
盟
岡

げ

位

栄

同

位
美
利
河

内
位
曙

却
位
前
栄

引
位
八
附

n位
商
工
凶
地

・
昭
和

M
位
日

の
出

泊
位
来

初
位
住
吉

の
順
位
で
し
た
。

「
障
害
者
の
日
」
記
念
事
業

テ
ー
マ
原
稿
募
集

A
V
テ
l
マ

「
障
害
者
の
完
全
参
加

と
平
等
は
ど
こ
ま
で
進
ん
だ
か
」

O
副
題

l
国
際
附
留
年
に
亨
え
る
。

障
害
者
の
日
に
岡
山
う
。
防
当

者
向

H
会
参
加
を
タJ
え
る
。

陣
容
者
の
自
立
。
陣
容
者
と

地
域
。
障
害
者
の
ス
ポ
ー
ツ

文
化
活
動
よ
そ
の
他
可
)

争
応
募
資
格

年
齢
は
問
い
ま
せ
ん
。

+
応
募
内
容

棚
字
詰
的
原
杭
用
紙

に
醐
字
程
度

優
秀
作
品
に
は
記
念

品
を
納
呈
。

叩
月
別
日
ま
で

争
賞

争
締
め
切
り

争
入
賞
発
表

争
作

品

新
聞
発
表
通
知

住
所
、
氏
名
、
年
齢

職
業
、
学
校
、

lu話

番
号
を
明
記
の
こ
と
。

際
杭
返
却
、
問
い
合

わ
せ
要
望
に
は
応
じ

ら
れ
ま
せ
ん
。

争
入
賞
採
否

av送
り

先

醐
札
幌
市
中
央
区
北
3
条
西
7
丁
目

北
海
道
社
会
稲
祉
総
合
セ
ン
タ

(道
庁
別
館
内
)

北
海
道
身
体
障
害
者
相
初
協
会
事
務

局
E
o
l
-
-
2
5
1
1
1
5
5
1
 

-
-
m
月は

一

一
生

か

そ

/

経

験

二

「
1
1
1ム
晶
年
齢
者
雇
用
促
進
月
間
で
す

liL

高
齢
化
社
会
へ
急
速
に
移
行
し
て
い
く
な
か
で
、
高
齢
者
の
庭
用
を
進

め
る
た
め
に
は
、
事
業
主
的
深
い
ご
理
解
と
御
協
力
が
必
要
で
す
。

国
で
は
、
お
齢
者
を
雇
用
し
た
事
業
主
に
対
し
て
各
種
助
成
金
制
度
を

設
け
る
等
、
雇
用
の
確
保
に
務
め
て
い
ま
す
が
、
日
月
は
強
化
月
間
と
し

て
、
公
共
職
業
安
定
所
を
中
心
に
高
年
彰
台
雇
用
促
進
巡
踊
が
展
開
さ
れ
ま
す
。

陥
館
公
共
職
業
安
定
所

(
0
1
3
8
%
0
7
3
5
)

つ

( 6 ) (7) 



" 2の心iまu

自分の健康歩いてつくろう

口
早
出
し
米

人
聞
は
二
本
の
足
だ
け
を
使
っ
て
歩
く
唯
一
の
動
物
で
す
。

人
類
が
誕
生
し
て
以
来
、
何
万
年
と
い
う
年
月
の
中
を
二
本
の

ま
し
だ
。

足
を
使
っ
て
大
地
を
踏
み
し
め
、
歩
く
歴
史
を
積
み
重
ね
て
き

そ
こ
は
は
、
単
な
る
移
動
の
た
め
の
機
能
と
し
て
だ

け
で
な
く
、
足
を
使
う
こ
と
に
よ
っ
て
健
康
の
バ
ラ
ン
ス
を
保

つ
節
理
を
活
っ
て
き
た
、
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

し
か
し
現
代
、
自
動
車
の
普
及
や
受
通
機
関
の
発
達
に
よ
っ

て
、
わ
だ
し
だ
ち
の
生
活
は
大
き
く
変
わ
り
ま
し
だ
。
首
で
は

労
で
す
。

こ
の
よ
う
な
状
態
を
長
く
続
け

て
い
る
と
、

筋
肉
の
中
の
毛
細
胤

管
は
圧
迫
さ
れ
る
の
で
、
血
液
の

循
環
が
恕
く
な
リ
ま
す
。
新
鮮
な

殿
紫
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
補
給
さ
れ

ま
せ
ん
。
そ
れ
ど
こ
ろ
か
、

血
液

考
え
ら
れ
な
い
ほ
ど
遠
い
距
離
を
実
巳
簡
単
に
移
動
で
き
る
よ

〔日〕

う
に
怠
り
ま
し
だ
。
し
か
し
そ
の
一
方
で
、
車
や
機
械
が
人
間

せ
ん
。

か
ら
歩
く
動
作
を
奮
っ
て
し
ま
っ
た
、
と
い
え
怠
く
も
あ
り
ま

人
間
に
と
っ
て
歩
行
と
は
、
そ
し
て
歩
行
と
健
康
と
の
関
係

は
|

|
十
月
十
日
は
「
体
育
の
日
」
で
す
。
ス
ポ
ー
ツ
の
秋
に

み
ま
し
た
。

ち
な
み
;

第
二
の

ω臓
H

と
い
わ
れ
る
「
足
」
巳
つ
い
て
考
え
て

で
疲
労
を
解
消
し
て
い
る
人
を
兄

か
け
ま
す
。
レ
か
じ
、
そ
れ
よ
リ

は
む
レ
ろ
、
何
か
経
い
巡
肋
を
さ

れ
た
ほ
う
が
、
よ
リ
効
則
前
が
あ
リ
、

健
康
に
も
よ
い
と
思
い
ま
す
。
緊

張
し
て
い
た
筋
肉
は
、
運
動
に
よ

っ
て
ぼ
く
し
て
や
る
こ
と
が
ベ
ス

っ
た
運
動
を

長
く
続
け
よ
う

肩
ご
り
や
腰
痛
は

な
ぜ
起
こ
る
の
か

体
を
動
か
し
た
く
て
も
動
か
せ

な
い
社
会
|

|
そ
れ
が
呪
代
社
会

で
あ
る
と
思
い
ま
す
。

た
と
え
ば
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
仕

事
を
考
え
て
み
て
く
だ
さ
い
。
デ

ス
ヲ
ワ
ク
に
注
目
の
全
議
、
ち

ょ
っ
と
し
た
連
絡
は
屯
話
で
す
ま

せ
、
移
動
に
は
車
や
工
じ
ベ
ー
タ

ー
を
使
う

。

こ
の
よ
う
な
静
的
な
仕
事
が
増

え
た
せ
い
か
、
抗
近
は
一一
川
こ
リ
や

腰
痛
な
ど
の
局
所
的
な
体
の
波
労

を
訴
え
る
人
が
唱
え
ま
し
た
。
こ

れ
は
、
体
を
動
か
せ
な
い
環
境
の

中
で
、
筋
肉
を

一
一
酬
の
緊
張
状
態

l
l倫
ゴ
ム
に
た
と
え
て
い
え
ば
、

軽
く
引
っ
帰
っ
た
ま
ま
の
状
態
を

保
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
起
こ
る
波

• • 

ヨ
白
岩
さ
ん
(
神
丘
町
'一円以いゲ
h

u

守
口町、

ud

戸

、

Yノ
'

守

r

，

H
日
vqvJ

コJ
M
r
n

マえ

医
昨
年
応
引
き
続
き
f

一喬の
0
1

ま
あ
ま
あ
の
作
柄
に
顔
ほ
こ
ろ
ば
せ

9
月
口
日
今
金
町
の
卜
y
プ
を
切

っ
て
、
白
山
昌
利
勝
さ
ん
(
神
丘
)
の

稲
刈
が
始
ま
り
ま
し
た
。
白
岩
さ
ん

は
‘
ホ
凹
岡
山
制
叩
・4
加
、
作
付
而
納

町
加
の
水
削
専
業
農
家
で
す
。

一
帯
刈
り
を
し
た
品
純
は
、
『
ゆ

き
ひ
か
り
」
咋
年
に
比
較
す
る
と
叩

日
ば
か
り
早
い
と
の
こ
と
で
す
。
9

月
幻
日
お
俵
が
山
内
判
さ
れ
、
検
査
結

刷用、

全
部
I
等
米
の
極
印
が
押
さ
れ

ま
し
た
。
今
年
の
作
柄
は
、
「
ま
あ

ま
あ
の
作
柄
e

」
と
阪
を
ほ
こ
ろ

ば
せ
て
い
ま
し
た
。

今
年
は
、
低
悦
就
き
に
よ

っ
て

「
ア
ワ
ヨ
ト
ウ
虫
」
の
集
団
呉
市
発

生
す
る
な
ど
、
仙
、
い
互
の
な
い

一
年、

作
汎
も
ど
う
な
る
か
と
位
よ
ま
れ
、

内同
家
を
悩
ま
せ
て
い
ま
し
た
が
、
州

作
も
平
年
並
み
と
の
こ
と
、
な
ん
と

か
実
り
多
い
、
活
力
あ
る

一
年
に
な

っ
て
ほ
し
い
も
の
で
す
。

米初出荷

全部 1等米の極印押され

自
分
に
合

宮
崎
義
憲

ト
だ
か
ら
で
す
。

川

機

械

の

便

利

さ

に

川

慣

-

り

さ

れ

る

な

削
世
代
の
よ
う
な
機
械
万
能
の
村

会
に
生
き
て
い
る
と
、
人
聞
が
動

物
で
あ
る
こ
と
を
忘
れ
て
植
物
に

な
っ
て
し
ま
う
の
で
は
な
い
か
と

東
京
学
芸
大
学
教
育
学
部
助
教
授

中
の
老
廃
物
も
迎
ば
れ
ず
、
筋
肉

の
中
に
た
ま
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

こ
れ
が
筋
肉
の
波
労
と
な
リ
、
肩

こ
リ
や
uvH
す
じ
の
こ
リ
、
腰
の
だ

る
さ
な
ど
に
な
っ
て
川
切
れ
る
の
で

す
.こ
の
よ
う
な
出
状
を
訴
え
る
人

の
中
に
は
、
指
圧
や
マ
ッ
サ
ー
ジ

• 
I~ た f本船統合せス う銘 時 をす f史勘平')れ 危・

( L伊新机恥しい一L
地域震用開発助成金のあらまし ( 

(受給できる事噴蟻量主) 府1い人札た労働宇者?が5人以」、小親校企2業毘3人 ( 

j m叩町H川II附進削地酬域劇(江凶差職附附安問管内附)川や特陥叩叩机印属j川1) 以批上M叫の場合には 初山雇恥L川入れ一川 1 
開発促進地域(州知職安管内)で，)>etPr，-の施設や に応じて一定の凶数、 一定の金額を助成します。 i

j 訓ü~JJfr&. W/;;Q: L…mヵ 500万1"1同|百l数 )
を越えること. 2t位、 準備直後に 1巨l目、その後 1年ごとに;n-
図囚に伴い、その地域に居住する求職者を公共峨 3 1"1 **~する。雌職者を雇い入れた場介は、 1 lul 

( 業安定所の制介により 常用労働者として雇い入れ Illo;)上取扱い‘計5回支給する。 (

1 ること。 圏支給額(1阿につき支給される矧

助成金の内容 人数 15 (3) 110 1 20 

( 田地域原則奨励金 i -r;;r ， _ " .v. ill¥ n r 1"¥ A 1 ." A I 1"1 t. L..!.J ~u:..;"""lI~ /'j 7":'"'' ~"-府い入れ賀川 1 - 9人 1 -19人 | 以上

i Jr-Tfi::;;て:tT2;:;定の i 500万円以上f50万PJG問 100711')I ~ 
‘ しー } 
j :二、:の制をみ主:ます。 弘 、 」 い000 11 1100万円|日万円 2007jf')

i 国助成対必抑Hill |2刈 o "捌万円 1300万円 400川 l

; 即日開発促進地t叫紅、司扇両日 15，000 " 1500万円 1750711"1い，000万1')
l 特定 H 〆己之と日u 出席い入れに係印刷とは、事業所の施設や設備 { 

(向上時出主凶附耳

i 入れた1以掛説品;合 |カら 3年 1 I 手 続

( 固助I成此金 囚l附昭干布利/16ω2年 4月 1日以降の司事玉ヲ業匙所のJ設止世、推附に ( 

; | | 峨…l開山剖山…雌昨1昨年目山刊山|い川同阿2叫市判年刊州目則131p昨山年引叫l

|大企業| 山 |山 1 1/川4|:;:;?;;;;Lニ;子2;;;2:?Jぷb;2L。:
L | 4 l凶叫叫企刊州業判 2/3 川 | … …… 一5 j 
園地峡服用特月')奨励金 江差公共職業安定所 01395(2)0178

( 9 ) 



北
欧
福
祉
の
散
策

⑬

T 

l ン
lフマ
|イ l
経オク
営ンの
のズ f、
老ヲ陵
人ラ者
ホ 7 福

i止
ム~

光

の

里

学

園

長

柴

谷

勝

俊

お
、
輸
出
品
も
あ
る
デ
ィ
セ
ン
タ
ー

デ
ン
マ
ー
ク
も
雨
だ
っ
た
が
、
施

設
の
観
察
に
は
、
コ
ペ
ン
ハ

l
ゲ
ン

中
央
施
設
資
料
室
長
の
フ
リ
l
ス
女

史
が
案
内
し
て
く
れ
た
。
フ
リ
ス

さ
ん
の
歓
迎
の
あ
い
さ
つ
の
巾
に
、

昨
年
、
日
本
愛
趨
協
会
主
似
の
川
際

セ
ミ
ナ
ー
で
日
本
へ
行
く
こ
と
が
で

き
て
賂
し
か
っ
た
と
お
礼
を
述
べ
ら

れ
て
い
た
。

私
た
ち
は
、
ま
ず
コ
ペ
ン
ハ
ゲ

ン
の
デ
イ
セ
ン
タ
ー
を
訪
れ
た
。
こ

の
施
設
の
立
地
環
境
は
.

一
般
的
工

場
地
帯
に
位
置
し
て
お
り
、
降
客
の

中
相
皮
肉
人
た
ち
の
通
所
施
設
で
あ

る
。
自
宅
や
ア
パ
ー
ト
、
居
住
施
設

な
ど
か
ら
通
っ
て
い
た
。

入
所
者
は
、

三
六
人
で
九
人
の
職

円
以
が
指
導
に
当

っ
て
い
る
小
規
扶
施

設
で
あ
る
。
戦
以
は
、
「
社
会
初
制

教
育
者
」
と
い
っ
て
、
専
門
の
輪
以

義
枝
で
三
年
間
修
，
与
し
た
人
た
ち
が

当
っ
て
い
た
。

日
本
で
は
、
こ

の
五

月
に
回
全
で
成
立
し
、
六
三
年
同
月

施
行
予
定
の
「
祉
会
祈
祉
士
」
「
介

護
福
祉
士
」
資
格
が
あ
る
が
こ
の

ごっみんなの仁二

資
比
引
と
は
別
の
よ
う
で
あ
っ
た
。

授
産
内
容
は
、
木
工
‘
陶
芸
、
織

物
作
業
が
中
心
で
、
い
ず
れ
も
入
所

者
の
創
造
性
を
大
切
に
し
て
作
業
参

加
さ
せ
て
い
る
と
い
う
。

木
工
は
、

主
に
楽
器
の
製
作
で
、

ド
ラ
ム
、

7

リ
ン
ド
、

7
-
フ
カ
ス
な

ど
を
手
が
け
、
学
校
や
幼
稚
闘
な
ど

へ
の
販
売
す
る
と
同
時
に
、
崎
山
も

し
て
い
る
立
派
な
作
品
だ
っ
た
。

陶
芸
は
、
日
本
と
同
じ
で
、
大
小

さ
ま
ざ
ま
な
花
ぴ
ん
、
灰
皿
、
茶
わ

ん
な
ど
の
製
作
が
行
わ
れ
て
い
た
が
、

屯
皮
の
人
た
ち
も
参
加
し
て
い
た
。

ロ
ク
ロ
を
川
せ
る
人
は
川
し
、
絵
つ

け
を
す
る
人
な
ど
例
人
的
な
作
業
形

態
を
と

っ
て
い
た
が
、
判
制
神
病
町
内

人
た
ち
も
入
所
さ
せ
て
い
た
。
そ
れ

ぞ
れ
が

k
や
焼
き
も
の
を
，
岨
し
て
抑
制

紡
か
安
定
し
て
き
て
い
る
と
い
う
。

織
物
は
、

一
O
古
く
ら

い
の
機
械

が
あ

っ
て
、
の
ん
び
り
と
思
い
思
い

に
織
っ
て
い
た
。
作
品
は
、
不
y

カ

チ

l
フ、

一一川
か
け
、
マ
フ
ラ
ー
、
土

器
な
ど
で
、
結
比
例
な
出
来
映
え
だ

っ

、
-o

サム

版

光

コ

ナ

が

広

い

ス

ペ
ー
ス
、

収
つ
で
あ

っ
て
、
希
望
が
あ
れ
ば
、

大
い
に
販
売
す
る
と
い
う
の
で
、
私

た
ち

一
行
は
‘
悦
察
後
、
シ
ヨ

y
ピ

ン
グ

一
色
と
な

っ
た
。
払
も
、
楽
慌

の
7

ラ
カ
ス
、
日
本
で
茶
捺
と
し
て

使
え
る
よ
う
主
渋
い
色
の
茶
わ
ん
、• • 

マ
フ
ラ
ー
を
記
念
に
購
入

そ
し
て
、

し
た
.

初
、
心
障
者
の
老
人
ホ

l
ム
で

「
私
が
老
人
に
な

っ
た
附
に
介
践

し
て
も
ら
う
処
辿
が
悲
本
だ
」

心
開
者
の
老
人
ホ
ー
ム
「
ラ
イ
オ

ン
ズ
ル
ン
ド
」
ピ
キ

l
ン
所
長
町
言

葉
で
あ
る
。
実
に
明
快
な
基
本
処
遇

方
針
で
あ
る
。
こ
の
研
修
視
察
の
最

終
日
の
最
後
を
飾
る
に
ふ
さ
わ
し
い

対
象
施
設
だ
っ
た
。
老
人
ホ

l
ム
が

呪
実
に
あ
る
と
い
う
こ
と
は
、
一
世
に

も
宅
、
え
て
い
な
か

っ
た
の
で
、
北
欧

に
4
4し
、
内
分
の
川
山
で
臨
め
る
こ

と
が
で
き
た
こ
と
を
仰
し
く
思
っ
た
。

経
ゃ
い
主
体
は
、
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ

フ
で
処
物
は
コ
ベ
ン
ハ

l
ゲ
ン
市
が

寄
付
し
、
巡
れ
は
国
内
助
成
金
で
ま

か
な
わ
れ
て
い
た
。
建
物
は
空
間
が

ゆ
っ
た
り
と
し
て
清
涼
そ
の
も
の
だ

っ
た
。
二
四
人
の
居
住
者
が
い
て
、

部
屋
は
パ
ス
付
個
室
で
、
ア
パ
ー
ト

タ
イ
プ
で
あ
る
。

所
長
の
説
明
に
よ
る
と
、
入
居
者

の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
を
で
き
る
だ
け
訪

置
し
、
入
室
に
つ
い
て
も
入
肘
名
倒

人
の
許
可
な
し
で
は
人
れ
な
い
。
日

物
な
ど
は
、
純
日以
と

一
一
祁
に
川
へ
山

掛
け
て
す
る
と
の
こ
と
だ

っ
た
が
、

半
数
以
上
は
外
で
働
い
て
い
る
の
だ

そ
う
で
あ
る
。
刊
本
の
接
被
右
人
ホ

ー
ム
に
法
当
す
る
の
だ
ろ
う
か
、
山
恒

た
き
り
の
人
は
い
を
い
よ
う
だ

つ
た
。

私
た
ち
が
純
設
内
に
入
る
と
、
老

人
の
方
々
は
、
心
か
ら
歓
迎
し
て
く

れ
た
。
ま
ず
、
ピ
ア
ノ
の
仰
な
主
老

人
が
二
山
前
奏
し
た
が
‘
な
か
主
か

上
手
な
桁
運
び
だ
っ
た
。
そ
の
後
、

屑
去
を
中
心
に
見
学
に
入
る
。

居
室
は
、
八
位
附
く
ら
い
で
、
ソ

フ
ァ
に
べ

y
ト
が
あ
っ
て
、
こ
ぎ
れ

い
に
務
理
、
叫
即
時
耐
引
さ
れ
て
い
た
。
別

に
パ
ス

・
ト
イ
レ
室
が
あ
る
。

ド
ア
を
ノ

y
ク
す
る
と
、
ど
の
部

屋
で
も
入
肘
者
が
私
た
ち
を
伯
ち
か

ね
て
い
て
‘
に
こ
や
か
に
笑
凱
で
迎

え
て
く
れ
た
が
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が

k
性
だ

っ
た
。

ど
の
部
川
崎
に
も
共
通
し
て
い
た
こ

と
は
、
小
さ
な
縫
い
ぐ
る
み
人
形
が

い
く
つ
も
世
い
て
あ
る
こ
と
で
あ
る
。

そ
し
て
、
そ
の
縫
い
ぐ
る
み
人
形
を

ミ
ニ
ベ

y
ト
に
指
せ
つ
け
て
い
る
の

だ
。
そ
の
光
景
を
目
に
し
て
た
っ

た

一
人
で
個
室
に
引
存
し
て
い
る
老
後

の
寂
し
さ
と
わ
び
し
さ
が
、
私
の
胸

に
迫

っ
て
き
た
。

こ
の
思
い
は
、
円
本
と
全
く
追
う

生
一
山
・
家
抜
円
相
境
か
ら
く
る
も
の
な

の
だ
ろ
う
か
。

U
、
デ
ン
マ
ー
ク
の
心
障
者
福
祉

デ
ン
マ
ー
ク
は
、
内
ヨ

l
ロ
y
パ

の
北
に
位
前
し
北
欧
諸
川
町
中
で

は
枯
ら
小
さ
い
国
で
、
人
口
は
約
百

O
O
万
人
で
あ
る
。
こ
の
阿
で
も
、

心
附
者
へ
の
稲
村
叫
サ
ー
ビ
ス
は
主
と

• 

項 目 出ていただく方
実施

時 間 対象地区 実施会場 備 考する日

① 礼(雌児礼食相講座設) 生後6・9ヶ凡児 I日休j
受付時間i

全地区 町民センター 保健指導12:30-13:00 

1且 3 後やR2 1 9月82ヶE月l 日 2日倒 " 上地区 種)1[小学校 3-8-.i!Mlm隔で31m被羽② 3 生 4-4 児 12:50-13:00 

5日(月) 老人醐センタ

12日(円) 町民センタ

③ 一 般相談 全 住 民 10:00-15:00 全地区 健康相談、 1~ii針日単品
19目白百 老人福祉センター

26日(町 町民センター

@ 2 ?昆 小学 6年生 6日(刈
受付時 間

今金'1、:当金校 今金小学校 者第l 却l第2 JUjj"e( L.た13:00- で l回彼積

13日(刈
受付時間

F J也区 国保病院13:30-13:40 

⑤ ポ オ
生後3ヶ月以 t

14 BT村 " 市街地 町民センター 6週間以 lこのJlH隔で与24ヶJl児 12:40-13:00 21ul接続

16日幽 " 上地区 極川小学校12:40-13:00 

⑥ 妊(時川:IJ!'相F級談) 妊射の方 13日伏) " 全地区 町民センター 性陸庫軍、、 時血摘世検栄樹査、齢干器、、断体補亜噂樹定、12:45-14:00 

⑦ Tf !J~ 硝 lセ 3 月 !Je 15日付4 " 保健桁導ケ 9:30-10:00 " " 
③ 乳児世[診 4、7、10、12ヶ月児 15引材 " f医I他師桁診潟察、、 歯栄科養指指導導12:30-13:00 " " 

13:00- 神判 丘小 和11fi:小学校l丘f*T1所

20日(刈
令令HJ外日立K叶lJ1 f保瓜心法h11dも・4，γずγ，jjF7F、、、、、J、1Ot斤yt r 鈴lJt、J 盟国小学校14:00- 令原小学校

八束小学校

所学児3歳校、童幼以上学|で弘校保小育
21日付4 12:40- 今小今金念rzS出イUHJ柚向~同刷v庁rl¥d 町民セノター

毎年Fll~4迎1m隔で⑨ インフルエノザ
生稚徒中 町 13:00- 値JII>I¥盛川保育所

種花美中川 小、学学学学校校校校

2 1"11荘磁

22日付4
14:00- 中堅イ¥中里保育所 盟小
14:20- 正石小正石保育所

平石'1同小iJ '1 14:40- 期帆開制問

28日も判 13:00- 今金中学校 今金中学校

29日ω 13:00- 今金小学校 今金小学校

⑪ 股脱健診 2ヶ手月Lと25日以 22日ω 13日日-14:00 全地区 今金保育所 コ|期首'iX線写真上の児

⑪ 無巡 llE Hl J珍血 1l豆f.i 1区~m .春日割1也 29日附 受 付時1I¥J 間)1地!日、Ilイ王日 ~I五生活飢 ~m科 11 内科住民 14:00-15:00 

し
て
地
方
行
政
区
の
レ
ベ
ル
で
行
わ

れ
て
い
た
。

一
間
的
加
と
コ

ペ
ン
ハ

1
ゲ
ン
市
町

一
五
円
行
政
区
に
分
け

ら
れ
て
い
て
、

一
九
八

O
年
施
行
の

相
会
媛
助
法
に
よ
っ
て
‘
各
地
方
行

政
区
毎
に
、
デ
ィ
セ
ン
タ
ー
と
か
グ

ル
ー
プ
ホ

l
ム
な
ど
を
必
要
数
だ
け

設
置
す
る
こ
と
を
義
務
づ
け
ら
れ
て

、-L
L
J
 

し
た
が
っ
て
、
他
の
北
欧
諸
国
と

同
じ
く
、
年
代
願
に
政
策
や
制
度
が

先
進
的
に
整
備
さ
れ
、
実
際
の
処
遇

内
等
と
し
て
現
実
化
さ
れ
て
き
た
。

し
か
し
‘
そ
の
背
景
に
は
‘

一H川
相

州
に
伴
う
け
川
負
担
の
問
題
、
現
実
的

に
は
、

二
六
凶
符
に
も
及
よ
移
臼
労

働
布
の
相
会
保
附
問
題
な
ど
が
大
き

く
ク
ロ
ー
ズ
ア
y
プ
さ
れ
て
き
て
い

る
の
は
注

U
す
べ
き
で
あ
る
。

同
氏
の
平
均
所
得
傾
は
、
年
間
で

三

O
O
万
円
、
本
人
控
除
額
を
差
引

い
た
残
り
の
二
五

O
万
円
の

E
O
%

が
税
金
、
年
間
手
取
り
組
は

一
七
五

万
で
あ
る
。
物
価
は

H
本
と
ほ
ぼ
同

じ
、
述
、
ヲ
所
は
家
賃
と
屯
白
川
代
が
安

く
‘
教
古
川・

医
療

・
目
前
祉
資
が
た
だ

で
あ
る
こ
と
だ
。
決
し
て
盟
か
な
凶

と
は
一バ
え
な
い
。
そ
れ
な
の
に
、
心

附
者
や
剥
布
を
合
的
て
問
民

一
人
ひ

と
り
の
人
間
的
尊
厳
が
保
附
さ
れ
、

精
神
的
に
も
盟
か
な
生
活
を
送

っ
て

い
る
事
実
を
私
は
大
い
に
リ
》
よ
べ
き

だ
と
巴
っ
た
。
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自動車納税推進強調月間

をしなければなりません。

特に、住所を変更した方は、必ず波均支庁税務

課自動111税仔へ辿給してくださ L、。

=波.r.!)支庁税務部徴収;品一

同町f市五位郭町26番 8号

';Il::i占0138← 51-9111

内線 272・355

lま

く)111'日IJ1l1税を納入しましたか 〆

納税されない場合には、財産、給料等の差押処分

を行うことになります.

諜なお、やむを待ず納税できない事十ftがある占
は、波向支庁税務部徴収~~へ申 L出て ください。

O自動車を購入、渡i度、 Jî~IIi. または登鉢三1>引を変

更するときは、そのJ昨日目度函館陸運支局に登鉢巾附

10月

( 11) 



開基90周年記念

「町勢要覧」訂正のお願い

9月9目、10日と町内このことについて、

まま④5321

2⑦3021 

2②0324 

8②0221 

2④5011 

4日

10日

11日

叩月の休日当番医

北格山田I国保病院

楢崎病院(瀬 棚)

富田医院(今金)

今金町国保病院

病院(北檎山)

18日

会長壱通じて配布をお願いしたと ころであり平25日

ますが、誤りがありますので訂正方お願いし

ます。

直ごE
18ページ中段中頃「一九八 卜」を「一九八OJ

に、 21ペ ジ左下段「景背」を「背景」に、

26ページ下段中頃「 方等近年」を「一方、

近年」に、 31ペ ジ r今金助句」を「今金甚

句」に、 36ページ中央「今金野祭所派出所」

を「今金警察官派所」に、 38ペ ジ終りの行

「今彼」を「今後J に訂正願います。

直亙望日
5ページ産業別就業人口の推移 (60年)構成

比、 七段から36.1%3.0%0 %39.1% 0 %13.3 

11 -11-
大柄11111 
和t 丘
~t IIIJ 

Ui芙 111]
日 進

商工団地

sI it 
H百I白1I也
主主 川 %4.2%17.5%13.2%1.5% 0 %4.2%0.1%20 

。7%3.7%0 %43.4%100%と記入願います。

18ページ町の機構、企画調整謀に「住民運

到J交通安全係J を追加、教育委員会、社会教

育課に「文化財保設係」を追加してください。

25ペ ジ下段今金町 iU;q和30年 6月13日J

を「明治30年 6月13日J に訂正くださ L、。

ややo?>住民 の動態令令令
8月末現在

前月対上七

人口 8，287 (ー11)

!)j 4，025 (+ 5 ) 
女 4，262 (-16) 

世帯数 2，536 (- 9 ) 

.おたんじよう おめでとう

館肝ひ71;J 8119日(俊伴
森山忠 8月12日(勉
m，tfl 器土 8 ~J 19日(元
!日lm 大史 8月19日(紀夫
森川 iEA; 8月20日(元
山本!日長 8 )'1 20日 Uiー
It見『ド一郎 8月21日 (仲夫
伊藤なつみ 8 )'J 25 1I (健一
桜井然守 9月 1[1 (敏行
今肝 J~希 9月21日(宏光
闘いつまでもおしあわせに
%織[11 厳(南町)ニ加孜 Wi子 (11日和町)
% '，'2;・越 II{-{ー (美利河)~佐々木愉干 (室 !副市)

.お〈やみもうしあげます
力11 ，事 . .1、さグ) 8月18日
珂' 問 ユミ 9n 9日
伊藤なか 9月14日
加投歩 9月1211

荒 JI 干 9月18日
井的liIJ 古 9)'J 24 "1 

長 fr:)

2 k) 
2男)
2児)

2虫:)

i主リ})
長男)

長女)

長男)

長 k)

八束

末広ド'T
金原

緑町

昭和町

御彬

66;証
77歳

80歳
23歳
61歳
47議

わかちあう幸せ 赤い羽根共同募金
=昨年の寄付童はこのように使われました=

広
報
紙
訂
正
お
詫
び

9
月
広
報
紙
2
ペ
ー
ジ
「
第

2
回
」
産
業

ま
つ
り
は
「第
げ
回
」
の
訣
り
で
す
の
で

訂
正
お
詫
び
し
ま
す
。
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